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　IT産業や自動車産業の発展に伴って部品の小型化・
複雑化が進み、これらの産業で用いられる小型部品を
生産する金型には複雑な形状、高精度化が求められて
いる。また、金型の素材は用途に応じ、硬さは
40 HRC前後から 70 HRC近くと幅広く、材質は合金
工具鋼系やステンレス系、ハイス系などと多様化して
いる。これに伴い、金型加工用の工具は多種多様な素
材で高精度、長寿命加工を実現するために、形状や材
質が異なるさまざまなシリーズが展開されている。一
方、ユーザーにおいて被削材の材種や硬さに応じて工
具を選定することは、手間がかかるうえ、複数の工具
を在庫・管理する負担が生じることも課題の一つで
あった。
　そこで当社ではユーザーの負担を少しでも減らした

いという思いから、高硬度材の微細加工を 1つのシ
リーズに集約できる工具を目指し、高硬度材加工用（微
細加工）ソリッドボールエンドミル「2KMB」を開
発した（図1）。本稿では、2KMBの特徴および加工
事例を紹介する。

「2KMB」の特徴
　2KMBはボール半径R0.05～3、有効長が異なるロ
ングネックタイプと標準タイプをラインナップしてい
る。以下に 2KMBの特徴である新設計形状と新コー
ティングについて説明する。
　1．高硬度材加工に適した新設計形状
　2KMBは高硬度材の微細加工において求められる
高い信頼性と良好な仕上げ面品位を実現するために次
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図 1　2KMBの外観
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図 2　2KMBの形状の特徴




